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概　　　要
　本論は，保護者像が人々の認識に与える影響を検証し，家庭の教育力向上を目指した保護者支援を検討することを目的
とする研究の端緒とするものである．本論では，保護者像の概念を整理するとともに，保護者像を介して保護者の認識に
働きかけることの意義を考察した．先ず，保護者像を，自身の保護者に対する心象，理想とする保護者像，社会に存在す
る保護者像の３種に分類し，それぞれの関係について示した．次に，保護者のもつ保護者像と実際の保護者としての行動
との関連を指摘し，保護者像を介して保護者の認識に働きかける意義について述べた．最後に，文部科学省の家庭教育支
援事業を取り上げ，その取組の中で保護者の認識への働きかけが重視されていることを示し，保護者像に関する研究の必
要性と今後の課題について述べた．
１. 緒　　　言
　本研究の目的は，保護者像の変遷と実際の家庭教育
の動向とを比較することにより，保護者像が人々の認
識に与える影響を検証し，家庭の教育力向上を目指し
た保護者支援を検討する際の基盤とすることである．
　近年，家庭の教育力の低下が指摘され，その教育力
の向上を目指した公的な取組が行われ始めた．家庭の
教育力が低下したという点に関しては，例えば広田
（1999）が「親たちは以前よりも熱心にわが子の教育
に取り組むようになってきている」1)と述べるように
様々な意見もある．しかし，家庭教育が人格の形成上
重要な意味をもつものであり，その教育力の向上が子
どもの成長にとって果たす役割が大きいという点に関
しては異論がないであろう．
　2006年に改正された「教育基本法」において，「父母
その他の保護者は，子の教育について第一義的責任を
有するものであって，生活のために必要な習慣を身に
付けさせるとともに，自立心を育成し，心身の調和の
とれた発達を図るよう努めるものとする」という条文
が新設され，子の教育に関する保護者の役割と責任が
示された（第10条）．また，「国及び地方公共団体は，
家庭教育の自主性を尊重しつつ，保護者に対する学習
の機会及び情報の提供その他の家庭教育を支援するた
めに必要な施策を講ずるよう努めなければならない」
とされ，家庭教育に対する国及び地方公共団体の役割
と義務が示された（第10条２）．
　2007年には「学校教育法」が改正され，「学校教育
法」において幼稚園は，幼稚園における教育の他に，
「幼児期の教育に関する各般の問題につき，保護者及
び地域住民その他の関係者からの相談に応じ，必要な
情報の提供及び助言を行うなど，家庭及び地域におけ
る幼児期の教育の支援」にも努めるよう記された（第
24条）．これに続き，2008年には「幼稚園教育要領」が
告示され，今後の幼稚園教育の在り方が示された．無
藤2)は，今回の改訂の要点として，保護者に幼児教育
の理解を求め，またその支援を受けて保育を進めるこ
とや，子育て支援の充実を進め，幼児期の教育のセン
ターとしての役割を果たすことなどを挙げる．そして，
保護者が園の保育の在り方を参考にして自分の子育て
を見直したり，保護者に対して専門的な支援をしたり
する必要があると指摘している．
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　他方，同年に改訂された「保育所保育指針」でも，
改訂の要点として保護者支援が挙げられた．この「保
育所保育指針」において，「保育所における保護者への
支援については，保育士の業務として明記するととも
に，独立した章（第６章「保護者に対する支援」）を設
け，保育所に入所する子どもの保護者に対する支援及
び地域における子育て支援について定め」られ，「特
に，保育所の特性を生かした支援，子どもの成長の喜
びの共有，保護者の養育力の向上に結びつく支援，地
域の資源の活用など，保護者に対する支援の基本とな
る事項」が明確にされた3)．
　このように，近年，家庭教育に関する条文の新設や，
「幼稚園教育要領」と「保育所保育指針」の改訂が行
われ，国及び地方公共団体，幼稚園，保育所の家庭教
育に対する支援が求められている．家庭教育について
考える際には，幼稚園や保育所と同様に，人的環境と
物的・空間的環境とに分けて考えることが有効である
が，「人的環境・物的環境・空間的環境は，相互に関連
しており単独で成立するもの」ではなく，「家庭におけ
る物的環境は保護者が中心になって構成するものであ
り，その保護者こそは子どもにとって最大の人的環境
であり得る」4)．そのため，家庭教育を支援し，その
教育力の向上について検討する際には，保護者として
の力が向上するような支援策を講ずることが肝要であ
る．
　本論は，研究の第１段階として，保護者像について
分類し，その概念を整理するとともに，保護者像を介
して保護者の認識に働きかけることの意義を考察する
ことを目的とする．
２. 保護者像の概念
⑴　保護者像と親像
　「保護者像」に類似した概念として，「親像」を挙げ
ることができる．先行研究においては，「保護者像」よ
りも「親像」という言葉が一般的である．例えば，国
立情報学研究所が運営する学術文献のデータベースで
あるCiNii を用いて論文情報を検索した場合，「親像」
をキーワードとすると360件，「保護者像」をキーワー
ドとすると２件の検索結果が得られる（2009年10月１
日現在）．これは，父親像や母親像といった，父母の一
方を対象とした研究や，親としての性差に関する研究
が多いためである．
　一般に，保護者は親であることが多い．しかし，子
どもの健やかな成長を考える際には，親が保護者であ
る子どもだけを対象とするわけではない．家庭教育全
てを視野に入れ，保護者に対する支援を考えるために，
本論では，「親像」を包含する概念である「保護者像」
という言葉を用いる．「親像」に関する研究成果につい
ても，「保護者」が「親」を包含する概念であるよう
に，「保護者像」に関する研究成果であると捉えること
ができる．
　本論では，基本的には「保護者」「保護者像」という
言葉を用いるが，引用による表記の必要がある場合は
「親」「親像」という言葉を使用する．なお，父や母の
みを示す必要がある時には，「父母」と表記する．
⑵　保護者像の分類とそれぞれの関係
　保護者像は，大きく分けて３つの保護者像に分類す
ることができる．１つ目は，自身の保護者に対する心
象である（例えば，猪野ら，1992；道田ら，1995な
ど）5,6)．２つ目は，理想とする保護者像である（例え
ば，小泉ら，2004；池山ら，2007など）7,8)．３つ目
は，社会に存在する保護者像である（例えば，深谷，
1999；中川，2002など）9,10)．
　これら３つの保護者像の関係を図示したものが図１
である．１つ目の，自身の保護者に対する心象は，自
身と保護者との現実の関係の中から，経験や感覚を伴
って形作られたものである．これは，自身の保護者の
姿そのものではなく，社会に存在する保護者像との比
較や，理想とする保護者像との比較を通し，実際の姿
に何らかの価値判断が付加されたものである．例えば，
社会に存在する親像が，自身の親への要望や不満を増
幅させ，自身の保護者に対する認識に影響を与えるよ
うな状況が考えられる．
　２つ目の，理想とする保護者像は，自身の保護者に
対する心象と，社会に存在する保護者像とから形成さ
れたものである．自身の保護者に対する好意的な心象
や，あるいは嫌悪感をもった心象の裏返しに，社会に
存在する保護者像からの影響が付加され，理想的な像
が描かれる．この像は，保護者としての理想的な姿を
示すものであるので，保護者として果たすべき役割に
関する認識も含んでいる．また，この理想とする保護
者像は，自身の保護者に対する心象と同様に，既に認
識されている保護者像である．
　３つ目の，社会に存在する保護者像は，身近に存在
する地域の保護者の姿や会話の中での伝聞，マスメデ
ィア上での表現など，知覚することができるものであ
る．この像は，友達とその保護者とのやり取りやテレ
ビに映し出される親子の姿を視覚的に捉えて知覚され
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るものや，友達との会話やラジオのように音声を媒介
として知覚されるもの，新聞や雑誌のように文字を媒
介として知覚されるものなど様々である．
　この社会に存在する保護者像は，既に個人の内側に
認識として形成されている，自身の保護者に対する心
象と理想とする保護者像の２種の保護者像に影響を与
え，認識を変化させる．また，社会に存在する保護者
像は，それを表現した本人がもつ保護者像と関連をも
つものである．つまり，これらの３種の保護者像は互
いに関連しながら，時間と共にその姿を変える可塑性
をもつものである．この保護者像が変化する様子に関
して，中澤ら（1997）は，単身赴任家庭と帯同赴任家
庭への追跡調査から，子どもが父母に対して抱いてい
る肯定的感情と否定的感情の両方共が，成長とともに
薄くなること示している11)．
３. 保護者像に働きかける意義
　保護者のもつ保護者像は，保護者として実際に取る
行動と関連のあるものである．千葉ら（1994）は，「幼
少期に抱いていた自分の父親イメージが，自己の対児
感情・父性行動に及ぼす影響」を調べるために，「正常
分娩した３～４ヶ月児をもつ夫婦343組に対しアンケ
ート調査」を行った12)．この調査結果は，自分の父親
への心象が肯定的な群と否定的な群は自分の子どもに
対して肯定的感情を抱き，妻から見た父親としての評
価も高くなるというものであった．千葉らは，「幼少期
に肯定的な父親イメージをもつ者は，わが子にもその
イメージを再現しようとし，否定的な父親イメージを
もつ者は，逆のイメージを理想として描き，よい父親
になろうとするため」ではないかと考察している．し
かし，自分の父親への心象が否定的な群は，自分の子
どもに対する回避傾向も高く，「父親の心の中に児に対
する肯定的感情と否定的感情のアンビバレンスな側面
が混在していると推測」している．
　この研究から，自分の父親への心象が強いほど，「父
親のようになりたい」あるいは「父親のようになりた
くない」という思いが強くなり，理想とする保護者像
に影響を与えると言えよう．また，理想とする保護者
像が変化すれば，保護者の行為が変化する可能性を指
摘することができる．
　これらのことから，家庭の教育力を向上させる１つ
の方策として，保護者の認識へ働きかけることが考え
られる．社会に存在する保護者像を通して保護者の認
識に働きかけ，理想とする保護者像を変化させること
ができれば，保護者の行為を変化させることができる
可能性がある．例えば，家庭における保護者としての
理想的な姿が，種々の啓発活動により修正されれば，
それに伴い実際の行動が変化するであろう．また，親
としての役割がより具体的に示されれば，具体的な行
動に具現化されやすくなるであろう．
　確かに，保護者としての行動には習慣的なものがあ
る．それに加え，保護者は，現実の種々の制約を受け
ながら子どもと関わっている．しかし，人間は，自身
が保護者として当然為すべきだと考える行為を推進
し，為さざるべきと考える行為を抑制するという，意
思によって行動を制御する能力ももっている．つまり，
保護者のもつ認識は保護者自身の行為を変容させる力
をもつものであり，周囲からの働きかけにより保護者
①自身の保護者に対する心象
②理想とする保護者像
③社会に存在する保護者像
認識されている保護者像
表現
保護者としての行動
（身近な地域の保護者の姿）
（身近な人との会話）
（マスメディア上での表現）
主に，自身の親との関係を
通して形成される
保護者としての役割に
関する認識を含む
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のもつ認識を変化させることができれば，保護者の行
為にも影響を与え，家庭の教育力の向上へとつなげる
ことができる．
４. 家庭教育と保護者のもつ保護者像との関連
　旧文部省（2000）は，現実の家庭教育の姿について，
国際比較調査を実施し，日本の家庭では，子どもたち
のしつけが十分に行われていないことを示した13)．こ
の調査は，日本，韓国，アメリカ，イギリス，ドイツ
の５カ国における小学５年生及び中学２年生（諸外国
においては，これに準ずる年齢）の男女を対象に行わ
れたものである．アンケート調査の結果から，日本の
子どもが，諸外国に比べて，家庭の中で生活規律や社
会のルール・道徳心に関する言葉を掛けられていない
ことが示された．特に，諸外国に比べて，「友だちと仲
良くしなさい」，「弱いものいじめをしないようにしな
さい」，「うそをつかないようにしなさい」など，社会
のルールや道徳心に関するすべての項目について，日
本の父母とも言葉掛けが最も少なかった．
　一方，実際の保護者がもつ保護者像については，都
村（1998）の調査が興味深い．都村（1998）は，小中
学生の子どもをもつ日本人とアメリカ人の中流階級の
母親に対してアンケートを行い，日米の母親の教育に
対する意識が異なることを示した14)．この調査による
と，「国や地域社会に貢献する精神」「自分の人生にお
ける価値観や自己規範」「自由の大切さとそれに伴う義
務の認識」という項目について，アメリカ人に比べ日
本人の方が認識が低い．しかも，日本人の母親は家庭
教育を補完するものとして地域社会を考えているわけ
でもない．このアンケートは対象者数が少ないため，
必ずしも日米の母親の代表的な意見であるとは言えな
いが，日本の一地方都市に在住する母親のもつ保護者
像を示す貴重な資料である．
　旧文部省の調査結果は，日本の家庭教育について，
社会のルールや道徳心に関する言葉掛けが弱いという
姿を示している．都村の調査は，一地方都市の少数の
母親についてのみだが，保護者のもつ保護者像に関し
て，規範や義務に関する教育面の認識が弱いことを示
している．これらの調査結果を考え合わせると，現実
の家庭教育と保護者のもつ保護者像との関連が示唆さ
れる．
　近年，家庭の教育力の低下やその支援策について議
論されることが多いが，このような問題に対する対策
として，保護者として大切となる役割を具体的に示す
ことや，保護者の行為が子どもに及ぼす影響に関する
情報の提供など，保護者の認識面に対する働きかけを
行い，理想とする保護者像を修正し，強化することが
重要であると考えられる．
５. 実際の家庭教育支援事業に見られる保護者の 
認識への働きかけ
　ここで，実際に行われている，国の家庭教育への支
援策について見てみよう．文部科学省は，「都市化，核
家族化及び地域における地縁的なつながりの希薄化等
により，家庭の教育力の低下が指摘されるなど，社会
全体での家庭教育支援の必要性が高まっている」とし
て，平成20年度の家庭教育支援事業として，次の４つ
に取り組んでいる15)．
①地域における家庭教育支援基盤形成事業―すべての
親へのきめ細かな支援手法の開発―
②家庭教育支援指導者養成標準カリキュラム開発事業
③家庭教育手帳の作成
④子どもの生活リズム向上プロジェクト
　①は，原則小学校区を基準とした「家庭教育支援チ
ーム」の創設が核となるものである16)．チームは，子
育てサポーターリーダーや子育てサポーター，民生委
員，保健師，臨床心理士などで構成される．その主な
活動は，「家庭教育や子育てに関する情報提供及び相談
対応」と「家庭教育に関する学習機会の提供」であり，
保護者の認識面に対する働きかけである．また，効果
的・体系的学習内容についての調査研究も実施される
こととなっている．
　②は，家庭教育支援指導者養成研修等の実態調査や
標準的研修カリキュラム及びテキスト等の作成を目的
とし，①の効果を高めることを狙ったものである17)．
なお，子育てサポーターリーダーの養成自体は，①に
含まれる事業である．
　③は，一人ひとりの親が家庭を見つめ直し，それぞ
れ自信をもって子育てに取り組んでいくことをねらい
として，家庭教育に関するヒント集である家庭教育手
帳を作成し，配布するというものである18)．この事業
も，保護者の認識に対する働きかけである．
　④は，子どもの生活リズム向上のための普及啓発事
業と調査研究を実施するものである19)．これも，啓発
による保護者のもつ認識への影響を狙ったものと言え
る．
　以上のように，家庭の教育力向上に対する社会的要
請に基づいた公的な取組が始まっているが，その支援
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策は主に，家庭教育を行う主体である保護者の認識の
向上を目的とするものである．すなわち，実際に取り
組まれている支援策も，家庭教育を行う主体である保
護者のもつ保護者像への働きかけを通して，家庭の教
育力の向上を目指したものである．このような事業の
効果を適切に検証するためにも，保護者の認識への働
きかけが，保護者のもつ理想とする保護者像にどのよ
うな影響を与え，家庭の教育力の向上にどの程度貢献
することができるのかを検討する研究が必要である．
６. 総括と課題
　本論で明らかにした事を総括してみよう．【1】保護
者像には，自身の保護者に対する心象，理想とする保
護者像，社会に存在する保護者像の３種があることを
示し，それらの保護者像が相互に影響を与え合いなが
ら，変化することを示した．【2】保護者のもつ保護者
像が，実際の保護者としての行動に影響を与えること
を指摘し，保護者像を介して保護者の認識に働きかけ
ることが，家庭教育力の向上につながる可能性を示し
た．【3】実際に行われている家庭教育支援事業が，保
護者の認識に働きかけるものであることを指摘し，そ
の効果の検証のためにも，保護者像に関する研究が推
進される必要があることを示した．
　現在までに，先述した千葉ら（1994）によって，自
身の保護者に対する心象が，自身の保護者としての行
動に関連があることは示されている．しかし，社会に
存在する保護者像と理想とする保護者像との関連を明
らかにする研究はまだ着手されていない．この関連を
明確に示すことができれば，家庭の教育力を高めるた
めの啓発活動を検討する際に有益である．今後の課題
として，先ずは，社会に存在する保護者像の時代毎の
変遷を明らかにすることである．そして，社会に存在
する保護者像と，人々が個々にもつ理想とする保護者
像との関連を検討することが肝要である．
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